2007年度春学期　日本語演習（上級・文芸と表現）　　松下達彦
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· 授業コード　：２２６９１
· 授業概要

主な対象

・非日本語母語のレベル５～６相当（上級）の学生

上級の総合目標（留学が終わるまでにできるようになると期待されること）
（1） 自分、自分の所属するコミュニティ（世界・国・地域・民族・学校・家庭など）と日本語の関係を意識し、それを他者に説明できるようにする。そして自分や世界の未来と日本語の関係を考えた学習をする。
（2） 日本語コミュニケーションにおいて、自分の得意なところと苦手なところが自覚でき、自分の学習の目標を適切に意識することができる。自分の周囲にある多様な学習リソース（学習資源）を活かして目的に応じた学習を進めることができる。

ヒト…日本人の学生、教員、学外の人など

モノ、メディア…書籍、雑誌、新聞、テレビ・ラジオ、看板・広告、インターネット等

（3） 場面や状況に応じた多様な日本語表現に習熟し、文脈・目的に応じた適切な表現の選択ができる。
（4） 「速く」「多くの」日本語情報を処理したり発信したりする能力を身につける。
（5） 日本語コミュニティでの社会や文化に習熟し、予期しない事態にも対応でき、日本語コミュニティに自信を持って参加できるようになる。必要に応じて日本語で人的ネットワークを形成することができる。
（6） 日本語コミュニケーションにおいて必要な知識を論理的に整理することができ、日本語を使用して論理的な思考、分析、批判などができるようになる。
＊この総合目標は、桜美林大学日本語プログラムのコア科目（日本語Ⅴ／Ⅵ）および上級の選択科目の全体において掲げる目標です。

この科目の目標（科目終了時までにできるようになると期待されること）：
［最大の目標］

Ａ．「語句・表現」：理解可能な文学的な語句・表現を増やし、さらに一部は使用できる語句として現実のコミュニケーションに活かせるようになる。
例１：「こじんまりした（家）」「得体の知れない（恐怖）」のような慣用句や

「もみくちゃ」「むくむく」のような擬声語などがわかるようになる。

例２：気持ちのいい夏の朝を「素足でアスファルトの上を歩きたくなるような夏の朝」のように表現できるようになる。

［そのほかの目標］

Ｂ．「読解力養成」：文芸作品の読解を通して読解力を養成する。
Ｃ．「社会・文化」：日本社会におけるコミュニケーションの前提となる社会文化的知識を増やす。
　例３：夏目漱石など日本の小中学校や高校で学ばれている作品を知る。

　例４：村上春樹など多くの人に読まれている作品を知る。

Ｄ．「文学への関心」：有名な近現代の小説・詩や古典、いま人気のある作品の鑑賞を通じて、文学への興味を高める。日本語で文芸作品を読みたいという気持ちになる。
Ｅ．「文芸の創作」：自らが表現することの楽しさを味わい、もっと書きたいという気持ちになる。

＊教員がこのシラバスの通りに適切に科目運営を行い、受講生が意欲的に授業に参加し、示されたとおりに要求課題を行えば、上述の課題は達成されるでしょう。したがって、受講に際しては、目標に同意すること、要求されることについて責任を持つことが必要です。

授業の進めかた

【受講生全員に要求されること】

· 一人で、またはペアで、学期中に最低１回、発表をすること。

· 課題テキストを読んで予習に取り組み、不明点を授業で確認すること。

· 読解のほか、文芸創作の課題に各自で取り組み、学期末に何か一つ提出すること。

【発表者に要求されること】

(1)課題テキストを選ぶこと。原則として、教員の提示する「課題テキストの候補」から選ぶこと。それ以外のテキストを使いたい場合は教員に事前に相談し、許可を得てください。

(2)課題テキストを読み、以下の点を含めた発表資料を作ること。
(a)　作家と作品の紹介

できれば（作品の途中からの場合）課題部分に至るまでのあらすじ

(b)　重要な語句・表現のリスト
(c)　課題テキストの内容理解の問題
(3)発表資料は発表日の１週間前に配布するので、

発表日の２週間前までに、教員までメール添付で送信すること。

(4)発表資料を配布するときに、予習のポイントについて説明すること。

(5)発表では、資料に従って20～30分間で発表を行うこと。（ディスカッションは含まない。）
【担当教員の行なうこと】
· 提示された授業時間において、クラスの運営を適切に管理し、ここに示した計画の通り授業を行うこと。変更は、合理的かつ明確な理由を提示し、学生の了解を経た上で行うこと。
· 個々の学生のニーズとレディネス・学習環境に応じ、日本語学習に関する適切なアドバイスや学習リソース提供を行うこと。

· 課題テキストの候補を提示すること。
· 最低２回以上の授業において、発表資料の作成例を含めた発表の模範を示すこと。

· 発表者に適切なアドバイスを行い、発表資料の受領後、配布時までにチェックを行なって、発表者に返送すること（メール添付、変更履歴の記録の機能の使用）。

· 発表の内容についてコメントしたり、解説したりすること。
· 発表の内容を受けて、適切なディスカッションをリードすること。

· 文芸創作の方法や枠組みについて、簡単な講義を行なうこと。
· 作品をよりよい日本語表現になるように添削し、内容についてもコメントすること。

· 作品集を編集して学期末に配布すること。

· 試験を実施すること。

· 目標の達成度を、適切な基準によって評価し、各受講生にフィードバックすること。

● 授業計画　＊受講生の人数、要望、進度により、変更することがある。

４／16　オリエンテーション（説明会）、文芸創作について、（吉野　弘「祝婚歌」）

４／23　梶井基次郎『檸檬』（教員の発表）

４／30　池澤夏樹『タマリンドの木』（教員の発表）　＊注意！：祝日ですが授業があります
５／７　（学生の発表）
５／14　（学生の発表）
５／21　（学生の発表）　
５／28　（学生の発表）　
６／４　（学生の発表）
６／11　（学生の発表）
６／18　（学生の発表）
６／25　（学生の発表）
７／２　期末試験（語句表現の用法についてのみ。テキストの読解は対象としない。）
７／９　期末試験の返却・解説、文芸創作の提出（期限厳守） 
７／23　文芸創作の作品集配布、文芸創作の発表会、振り返り

課題テキストの候補　（カッコ内は関連テキスト）
日本の昔話
★「おむすびころりん」「一寸法師」　（「桃太郎」「かぐや姫」）
日本の中高生が習う古典
★『平家物語』『枕草子』『方丈記』『徒然草』などの冒頭、

俳句〔松尾芭蕉、小林一茶〕、短歌〔百人一首〕、漢文〔漢詩・故事成語〕　等

想像力と文学
★夏目漱石『夢十夜』
★宮沢賢治『注文の多い料理店』
★梶井基次郎『檸檬』

戦争と文学
★井伏鱒二『黒い雨』
　（林京子『ギヤマンビードロ』、モーパッサン「二人の友」、サキ「平和的玩具」）
国境をまたぐ作家
★鷺沢萌（さぎさわ・めぐむ）「君はこの国を好きか」　（李良枝（イ・ヤンジ）『由熙』）
★デビッド・ゾペティ『いちげんさん』

★池澤夏樹『タマリンドの木』
現代の人気作家
★村上春樹『ノルウェイの森』／吉本ばなな『キッチン』『TSUGUMI』
（片山恭一『世界の中心で愛を叫ぶ』／綿矢りさ『蹴りたい背中』）
短編小説のプロットと表現
★福永武彦「沼」／三浦哲郎「睡蓮」

（モーパッサン「首飾り」、Ｏヘンリ「賢者の贈り物」）
近代の詩と短歌
★中原中也「汚れちまった悲しみに」／高村光太郎「道程」／宮沢賢治「雨ニモ負ケズ」／
金子みすず「わたしと小鳥と鈴と」

現代の詩・短歌・歌詞

★吉野　弘「祝婚歌」　（俵　万智『サラダ記念日』）
★草野正宗「ロビンソン」
●テキスト

コピーを配布します。または、各自で図書館で借りたり、インターネットで入手したり、購入したりできるようにします。

· 参考書
必要に応じて授業中に紹介しますが、一番大切なことは、課題テキストを読んでくることです。

●評価基準
Ａ：この科目の目標をほぼ達成し、授業への参加態度も優れている。
Ｂ：この科目で重要な目標は達成し、授業への参加態度もおおむね積極的である。
Ｃ：この科目の目標の達成は不十分だが、授業への参加は一定レベルに到達し、今後の努力によって向上が期待できる。
Ｄ：この科目の目標の達成は不十分で、参加の程度も不十分だが、合格最低の基準に到達している。今後、多くの努力が必要である。
Ｆ：不合格

具体的には、以下の割合で評価します。
 　　　　　　　　  　　   　　　出席：　30％
期末テスト（目標のＡについて）：　40％
文芸創作作品（目標のＥとＡについて）：　20％
授業への積極的な貢献、目標への意識：　10％
＊文芸創作作品については、主に以下の３点を評価します。
１） 分量
２） 表現の豊かさ
３） 表現の正確さ
日本語の表現を身につけて運用することが目標なので、プロット（筋書き）など、文学としての完成度は評価の対象外とします。

＊授業は、科目の説明を含め、全部で14回あります。そのうち10回以上出席した人のみ、評価の対象とします。５回以上欠席した場合はＦ（不合格）になります。
＊30分以上の遅刻・早退は欠席１回と同じになります。
＊30分未満の遅刻・早退は３回で欠席１回とします。
＊やむを得ず欠席する場合は、必ず「欠席届」（教務課にあります）を提出してください。病気などの場合もできるだけ事前に担当講師かクラスメートに連絡し、あとで「欠席届」を出して下さい。
●教員との連絡方法
オフィスアワー：水曜14:00～15:00、木曜12:00～13:00（町田本部キャンパス、崇貞館Ｂ５２３）

Ｅメール: tatsu@obirin.ac.jp
●キーワード　　日本文学、文芸、創作、日本語、語句、表現

●ＵＲＬ
日本昔ばなし（日・英）：　http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Gaien/7211/
日本文学電子図書館：　http://www.j-texts.com/
青空文庫：　http://aozora.gr.jp/
鷺沢萌（さぎさわ・めぐむ）公式サイト：　http://homepage1.nifty.com/meimei/
池澤夏樹（いけざわ・なつき）公式サイト：　http://www.impala.jp/
よしもとばなな（吉本ばなな）公式サイト：　http://www.yoshimotobanana.com/
俵万智（たわら・まち）公式サイト：　http://www.gtpweb.net/twr/
など多数。キーワード検索をすると、作家自身の公式サイトや多くの人の読書感想も見られます。
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